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竹芝記者クラブ 神奈川建設記者会 都庁記者クラブ 神奈川県政記者クラブ

横浜市政記者会 横浜ラジオ・テレビ記者会 相模原記者クラブ

平成２７年２月６日（金）
国土交通省
中日本高速道路株式会社

発 表 記 者 ク ラ ブ

※ 開通時刻及び開通式典の概要については、後日お知らせいたします。

圏央道 寒川北IC～海老名JCT間が

３月８日に開通します

～ つながる。まわる。圏央道。～

国際競争力と成長を支える道路

けんおうどう え び なさむかわきた

◇ 開通による主な効果 ◇

平成２７年度にかけて、次々とつながる、圏央道。
まずは、さがみ縦貫道路 全線開通。

国際競争力と成長 ～民需の拡大～

● 環状道路の整備により、沿線に物流施設や工場が立地する等、民間の投資を喚起します。

● 沿線地域の「さがみロボット産業特区」認定など、地域産業の活発化が期待されています。

● 次々つながる圏央道により、神奈川－栃木・群馬間の移動性が大幅に向上。

● 広域的な観光交流の実現により、新たな観光需要の喚起が期待されます。

効果①

地域経済の好循環 ～広域的な観光交流の実現～効果②

圏央道の整備により、東名高速や中央道などの放射方向の高速道路を結ぶ道路ネットワーク

が形成されます。広域的な人・物の交流により民需が拡大し、地域経済の好循環が生まれます。

国土交通省 関東地方整備局 横浜国道事務所 電話 045-311ｰ2981（代表）

副所長 佐藤 重孝 調査課長 藤平 忠晴

中日本高速道路株式会社 東京支社 広報・CSチーム 電話 03-5776ｰ5257（マスコミ専用）

お 問 い 合 わ せ 先

さ とう しげたか ふじひら ただはる



※仮称

2

圏央道開通区間概要

■今回開通区間の位置図
至 埼玉

平成22年2月27日
開通済

平成25年4月14日
開通済

平成25年3月30日
開通済

開通済区間

今回開通区間

事業中

計画中

凡 例

●首都圏中央連絡自動車道（圏央道）は、首都圏の道路交通の円滑化･環境改善、沿線都市間

の連絡強化等を目的とした都心から半径およそ40～60kmの位置に計画されている総延長

約300kmの環状の自動車専用道路です。現在までに約196kmが開通しています。

●今回開通区間の概要

路線名 ：国道４６８号 首都圏中央連絡自動車道（圏央道）

開通区間 ：寒川北IC（高座郡寒川町宮山） ～海老名JCT（海老名市社家）

（※海老名南JCTは平成２８年度開通予定）
開通日 ：平成２７年３月８日（日）
延 長 ：４．３ｋｍ
車線数 ：４車線

えびなし しゃけこうざぐん さむかわまちみややま

路 線 名

開 通 区 間

開 通 日
延 長
車 線 数

※海老名南JCTは平成28年度開通予定

全体図

平成27年3月8日 開通区間

※仮称

※相模原ICは平成26年度開通予定

平成26年6月28日
開通済



②

③
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■今回開通区間の標準断面図■今回開通区間の状況

開通済区間

今回開通区間

事業中

凡 例

21.00

■高架部

至 八王子

至 横浜

平成２６年９月撮影

②海老名南JCT(海老名市門沢橋）
平成２８年度開通予定

①海老名JCT(海老名市社家）

①

単位（m）

〔海老名南JCTは、
平成28年度開通予定〕

至 茅ヶ崎
寒川北IC

海老名南JCT

相
模
川

至 八王子

至 静岡

③東海道新幹線との交差部（高座郡寒川町倉見）

寒川北IC

えびなし しゃけ

えびなし かどさわばし

こうざぐんさむかわまちくらみ

至 茅ヶ崎

寒川北IC

海老名南JCT 相
模
川

至 静岡

至 八王子



国際競争力と成長 ～民需の拡大～整備効果①

事
業
中

今回開通区間

物流施設や工場の立地等、民間の投資を喚起

出典）国土交通省調べ
平成7年以降の物流施設、工業団地、工場の立地を抽出

※区間の開通時期については、土地収用法に基づく
手続きによる用地買収が速やかに完了する場合

凡 例

H27年度 H26年度 H27年度
※

H32年度※ ※H32年度

H29年度

事
業
中

H27.3.7

日高市

入間市

羽村市
日の出町

● 環状道路の整備により、沿線に物流施設や工場が立地する等、民間の投資を喚起します。

● 圏央道の整備を契機に沿線地域が「さがみロボット産業特区」に認定されるなど、地域

経済の活発化が期待されています。

※

横浜港

川崎港

羽田空港

東京港

京浜港

圏央道の整備により京浜港、
羽田空港へのアクセスが格段
に強化されます！
今回の開通は、その第一歩！

圏央道の整備を契機に「さがみロボット産業特区※」が誕生

Ｈ
27
年
5
月
ま
で
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※ さがみロボット産業特区
生活支援ロボットの実用化促進に向け、規制緩和等により研究開発・実証実験等の促進、関連産業の集積を図る。
（相模原市、平塚市、藤沢市、茅ヶ崎市、厚木市、大和市、伊勢原市、海老名市、座間市、綾瀬市、寒川町、愛川町）

【ロボット関連の実証実験等エリアと新規企業立地】
実証実験実施のため県内外から企業が集まり、本社や工場の新規立地も進む。

介護・医療
ロボットエリア

高齢者等への
生活支援
ロボットエリア

：ロボット関連の新たな企業立地
（H25年度～H26年度に神奈川県がロボット関連産業の投資計画として認定）

これまでに30件以上
の実証実験を実施！

新規立地８件
トータル投資額

約80億円！

災害対応
ロボットエリア

（平成25年度～
平成26年度）

今回開通区間

県では特区内に、特区
イメージキャラクター
「鉄腕アトム」の信号機
を設置。ロボットをより
身近に感じてもらい、⽣
活⽀援ロボットの実⽤
化・普及を通じた地域の
安全・安⼼の実現を⽬指
しています。

さがみ縦貫道路沿線が
ロボットタウンに！

写真出典：神奈川県HP

実証実験等エリア

ロボット特区対象市町

さがみ縦貫道路

高速道路等

事業中

計画中

凡 例
＜実証実験の実施事例＞

高齢者等への生活支援ロボットエリア

写真提供：富士ソフト(株)

リハビリテーション・介護
の一環として、日常会話やク
イズ、ゲームなどのレクリ
エーションを提供することが
できるロボット



所要時間算出は、平成22年道路交通

センサスの混雑時旅行速度から算出、
新規開通区間は規制速度から算出。
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地域経済の好循環 ～広域的な観光交流の実現～整備効果②

湘南エリアと内陸との移動性が向上

湘南地区観光振興協議会は
埼玉県所沢市で観光キャン
ペーンを実施し、湘南地区の
観光をＰＲした。（平成26年
10月）

【凡 例】

高速道路・
自動車専用道

整備前都心通過ルート

整備後圏央道利用ルート

圏央道の利用により、
所要時間が大幅に短縮

鬼怒川温泉

海老名
ＪＣＴ

寒川北
ＩＣ

碓氷軽井沢ＩＣ

草津温泉

江の島

鎌倉

軽井沢

日光

都心通過ルート
約４時間３０分
（日光方面）

圏央道利用ルート
約２時間５０分
（軽井沢方面）

都心通過ルート
約４時間１０分
（軽井沢方面）

圏央道利用ルート
約３時間１０分
（日光方面）
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◆江の島～軽井沢の所要時間

整備前 整備後

270

190

0
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◆江の島～日光の所要時間

整備前 整備後

所要時間が

約80分短縮

所要時間が

約80分短縮

（分）

（分）

● 次々つながる圏央道により、神奈川－栃木・群馬間の移動性が大幅に向上。

● 広域的な観光交流の実現により、新たな観光需要の喚起が期待されます。

所沢市

今
回
開
通
区
間

H26年度

H27年度

H27年度

白岡
菖蒲ＩＣ

桶川
北本ＩＣ

久喜白岡
ＪＣＴ

境古河ＩＣ

圏央道でつながる地域に
湘南の魅力をアピール

写真出典：湘南地区観光振興協議会

日光ＩＣ

「Feel SHONAN」をキャッチフレー
ズにさまざまなイベントやプロモーショ
ンを企画。神奈川の「海」の魅力を世界
に向けて発信し、神奈川県により多くの
人が訪れてもらうためのプロジェクト。

プロジェクト発足の動機となったのが
「さがみ縦貫道路」の整備！

かながわシープロジェクト

写真出典：神奈川県「Feel SHONAN」HP

「プロジェクトの
きっかけは圏央道」黒岩県知事

※区間の開通時期については、土地収用法に基づく
手続きによる用地買収が速やかに完了する場合

※



至 茅ヶ崎

寒川北IC

海老名南JCT 相
模
川

至 静岡

至 八王子
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さがみ縦貫道路 全線開通までの経緯

● さがみ縦貫道路は、横浜湘南道路や高速横浜環状南線とともに圏央道の神奈川県区間を
構成する自動車専用道路で、神奈川県における南北方向の大動脈を形成します。

● 平成22年2月に海老名JCT～海老名ICの区間が最初に開通し、順次延伸してきました。今
回の寒川北IC～海老名JCTの開通により、さがみ縦貫道路としては全線開通となります。

■さがみ縦貫道路の歴史

今回の開通により『さがみ縦貫道路』
全線開通！！

さがみ縦貫道路の区間で
初めて事業に着手

（茅ヶ崎JCT～東名高速道路）

都市計画決定
（茅ヶ崎JCT～相模原愛川IC）

起工式
（茅ヶ崎JCT～相模原愛川IC）

海老名JCT～海老名IC間
開通

海老名IC～相模原愛川IC間

開通

茅ヶ崎JCT～寒川北IC間

開通

相模原愛川IC～高尾山IC間

開通

昭和63年度

平成6年6月

平成9年5月

平成22年2月

平成25年3月

平成25年4月

平成26年6月

平成27年3月 寒川北IC～海老名JCT間

開通

●さがみ縦貫道路（圏央道） 延長：約34.0km

区間：神奈川県茅ヶ崎市西久保（茅ヶ崎JCT）～神奈川県相模原市緑区川尻（都県境）
ちがさきし にしくぼ さがみはらし みどりく かわじり

全線開通 H27.3

着工前（海老名南JCT付近）H3.3

工事中（寒川北IC付近）H20.7

開通式（海老名IC～相模原愛川IC間）H25.3

 平成7年
神奈川県総合防災センター
ができる

 平成21年
神奈川県の人口が900万人
を超える

 平成22年
相模原市が政令指定都市
になる

 平成16年10月
神奈川県において「インベス
ト神奈川」策定

※神奈川県の「インベスト神奈川」と
は、企業立地を積極的に支援（低
利融資、減税措置等）する制度。

 平成25年2月
「さがみロボット産業特区」
指定

※神奈川県は、圏央道の全面開通
を控え、さがみ縦貫道路沿線自治
体にロボット関連産業を集め、新
たな産業集積地域を目指し、地域
活性化総合特区「さがみロボット
産業特区」の取組をスタート。

 平成26年5月
「かながわシープロジェクト」
発足

※2020年の東京オリンピック開催や
2014年度完成予定のさがみ縦貫
道路の全面開通を控え、神奈川の
「海」の魅力を世界に向けて発信
する神奈川県のプロジェクト。

■沿線の主なできごと

都市計画決定
（相模原愛川IC～都県境）

平成9年6月
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参考


